
　秋から冬は、暖房器具の使用等により火災が多く発生する季節です。火災予防意識の向上を図るため、
毎年この期間中、全道一斉に火災予防運動を実施しています。

緊急通報システム　
ホットライン119のご利用を

　１人暮らしの高齢者等を対
象として、火災や急病などの
緊急時に、消防へ自動通報す
る装置を自宅に設置します。ご利用を検討・希
望の方は、電話または下の申込みフォームから
お申し込みください。
【詳細】消防本部市民安心課
ホットライン担当　21・4119
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全道 秋の火災予防運動10月15日～31日

旭川市からのお知らせ

住宅火災から命を守るために　
住宅用火災警報器の確認をしましょう

●設置場所を確認！→各寝室に（２階以
　上で就寝する場合は階段室にも）設置
●定期点検を実施！→定期的（３～６か月ごと）に、
　点検ボタンや点検ひもを使用して点検
●交換時期を確認！→住宅用火災警報器の寿命は、約
　10年
【詳細】火災予防運動に関することは
消防本部予防指導課　25・1123

全国統一防火標語
火を消して 不安を消して つなぐ未来

申込み 詳細

アサヒカワ100プライド

逸品編

ASAHIKAWA 100 PRIDE
Vol.6

ASAHIKAWA100 PRIDE とは？

○直線と円形の２タイプが
ある屋内型氷盤試験場

↓ ○約90万㎡の広大な敷地にある
多彩なコース

↓

旭川育ちの冬タイヤで、世界に安心を

昨年、市制施行100年を迎えた旭川市。100年の歴史の
中で様々な産業が発展してきました。このコーナーでは、
その中から「旭川発！全国・世界」へ羽ばたいている逸
品をご紹介します！

さらに詳しい
情報はこちら

横浜ゴム㈱
北海道タイヤテスト
センター管理長
穴澤法次さん
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横浜ゴム㈱

　車社会の旭川市で多くの人が気に掛けるのが、冬道の
運転ではないでしょうか。旭川市民の必需品である冬タ
イヤは性能の進化が著しいですが、そのメーカーの１つ、
横浜ゴム㈱の北海道タイヤテストセンターが旭川競馬場
跡地（神居町上雨紛）にあります。同社の冬タイヤは、
ここで鍛えられ、世界中の暮らしや産業を支えています。
　同センターでは圧雪や氷上といった、あらゆる路面状
況を再現。直線や坂、円形の試験路が設けられ、ブレー
キやグリップ、コーナリング性能を評価します。屋内に
は国内最大級の氷盤試験場もあります。氷の温度を調整
でき、高精度で高効率なテストを実現しています。
　命を守るタイヤの開発に、妥協は許されません。旭川
の厳しい寒さや雪の多さが、世界の「冬の安心」に貢献
しています。同センター管理長の穴澤法次さんは「安全
や安心を最後に確かめるのが私たちの役目です。今後も
『常により良いものを作
る』という思いで開発を
進めます」と言います。

あなざわ　のりつぐ

こうほう旭川市民　　2023（令和５）年◦10月9


